
は
し
が
き

二
〇
一
七
年
五
月
三
日
、
日
本
国
憲
法
は
施
行
七
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
七
〇
年
間
、
憲
法
の
解

釈
に
よ
っ
て
内
容
を
変
更
す
る
「
解
釈
改
憲
」
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
種
々
の
変
容
を
被
り
な
が
ら
も
、
と
も
か
く
、

憲
法
九
六
条
の
手
続
に
よ
る
「
明
文
改
憲
」
は
行
わ
れ
ず
に
来
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
、
平
和
主
義
と
い
う
基
本
原
則
は
、
徐
々
に
国
民
の
間
に
定
着
し
、
日
本
の
戦
後
民
主
主
義
や
人
権
保
障
の
進
展

に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。
何
よ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
反
省
か
ら
、
非
武
装
平
和
を
誓
っ
た

憲
法
九
条
を
堅
持
し
、
戦
争
を
し
な
い
平
和
国
家
と
し
て
国
際
的
な
地
位
を
築
い
て
き
た
こ
と
は
、
国
民
の
生
活
や

経
済
発
展
を
守
る
上
で
も
、
計
り
知
れ
な
い
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
七
〇
周
年
の
当
日
、
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
安
倍
晋
三
自
民
党
総
裁
は
、
二
〇
二
〇
年
に
憲
法
九
条
改

正
を
施
行
し
た
い
と
い
う
具
体
的
な
方
針
を
打
ち
出
し
、
自
ら
の
政
権
下
で
い
よ
い
よ
「
改
憲
」
を
実
現
す
る
意
思

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
国
会
や
与
党
内
で
す
ら
、
具
体
的
な
議
論
を
し
て
い
な
い
段
階
で
、
こ
の
よ
う
な
発
言
が

飛
び
出
し
た
こ
と
に
、
与
野
党
だ
け
で
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
や
国
民
も
驚
い
た
と
い
う
状
況
で
す
。

他
方
、
同
じ
こ
ろ
発
表
さ
れ
た
新
聞
各
社
の
世
論
調
査
結
果
で
は
、
憲
法
九
条
を
改
正
せ
よ
と
い
う
意
見
は
以
前

よ
り
も
大
幅
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
発
表
し
た
世
論
調
査
結
果
で
も
、「
憲
法
九
条
の
改
正
は
必

要
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
必
要
」
と
答
え
た
の
は
二
五
％
、「
必
要
な
い
」
と
答
え
た
の
が
五
七
％
に
及
ん

i



で
い
ま
し
た
。（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
論
調
査
「
日
本
人
と
憲
法
二
〇
一
七
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
https:w
w
w
3.nhk.or.jp/

new
s/special/kenpou70/yoron2017.htm
l）。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
の
意
見
と
も
異
な
っ
て
憲
法
改
正
を
自
ら
の
手
で
実
現
し
た
い
と
い
う
の
は
、
国
民
の
た
め

と
い
う
よ
り
は
、
政
治
家
個
人
や
政
党
の
野
望
・
宿
願
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
何
よ
り
「
国
民
不
在
の
」「
政
治
の

論
理
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
（
こ
れ
が
「
政
治
の
論
理
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
௰
村
『
比
較
の
な
か
の
改
憲
論
』
岩
波
新
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
）。

憲
法
改
正
の
内
容
よ
り
も
、
と
も
か
く
一
度
「
憲
法
改
正
を
国
民
に
一
度
味
わ
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
、「
お
試

し
改
憲
論
」
と
称
さ
れ
て
い
る
実
態
（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
五
月
三
日
朝
刊
、
社
説
参
照
）
も
、
私
た
ち
国
民
＝
主
権

者
か
ら
す
れ
ば
、
大
き
な
問
題
で
す
。
ほ
か
な
ら
ぬ
国
民
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
憲
法
改
正
が
、
政
治
家
の

野
心
や
「
お
試
し
」
の
た
め
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。
本
当
に
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
一
人
一
人

が
納
得
し
て
、
大
多
数
の
主
権
者
が
提
案
に
賛
成
し
て
は
じ
め
て
、
憲
法
改
正
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
七
年
九
月
の
突
然
の
解
散
表
明
と
一
〇
月
二
二
日
の
総
選
挙
の
結
果
、
野
党
の
分
断
に
よ
っ
て

大
勝
し
た
与
党
が
、
議
席
の
三
分
の
二
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
後
は
、
憲
法
改
正
の

論
議
が
本
格
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
憲
法
改
正
の
意
味
や

立
憲
主
義
の
内
容
を
正
し
く
理
解
し
、「
熟
議
」
を
経
た
う
え
で
、
大
多
数
の
国
民
の
明
確
な
意
思
の
も
と
に
審
議

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
今
こ
そ
、
必
要
な
情
報
を
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
た
め
、

ii



戦
後
の
改
憲
論
議
の
焦
点
で
あ
り
続
け
て
き
た
平
和
主
義
（
九
条
）
や
家
族
の
問
題
（
二
四
条
）
を
中
心
に
編
集
し
た

も
の
で
す
。
内
容
は
、
市
民
・
学
生
や
弁
護
士
等
の
皆
様
に
対
し
て
直
接
お
話
し
し
て
き
た
数
々
の
講
演
（
一
七
三

頁
の
一
覧
参
照
）
を
ベ
ー
ス
と
し
て
加
筆
し
て
い
ま
す
。

こ
の
本
で
は
、
第
⚑
章
で
、
現
在
、「
立
憲
主
義
」
の
危
機
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
立
憲
主
義
」
と

は
何
か
、
ひ
い
て
は
、
憲
法
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
直
し
、
日
本
国
憲
法
の
生
い
立
ち
に
立
ち

戻
り
な
が
ら
、
憲
法
を
読
み
直
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
⚒
章
で
は
、
憲
法
九
条
や
平
和
主
義
、
平
和
的
生
存
権
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
憲
法
が
ど
こ
ま
で
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
根
付
い
て
い
る
か
と
い
う
観
点
を
根
底
に
置
き
な
が
ら
、
改
憲
論
の
焦
点
で
あ
る
憲
法
九
条
の
解

釈
や
運
用
、
今
後
の
展
望
、
平
和
的
生
存
権
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
第
⚓
章
で
は
、
憲
法
九
条
に
比
べ
れ
ば
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
も
の
の
、
国
民
の
家
族
生
活
に
と
っ
て

大
き
な
意
味
を
持
つ
憲
法
二
四
条
と
一
三
条
・
一
四
条
を
取
り
上
げ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
民
法
七
三
三
条
（
女
性
の

み
に
再
婚
を
六
箇
月
間
待
た
せ
る
規
定
）
の
一
部
が
憲
法
に
違
反
す
る
と
い
う
最
高
裁
判
決
が
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）

年
一
二
月
一
六
日
に
出
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
民
法
が
改
正
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
の
問
題
は
、
現
在
で
も

多
数
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
「
無
戸
籍
」
の
人
の
問
題
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
旧
憲
法
下
の
家
制
度
の
残
滓
が
、

戦
後
七
〇
年
以
上
た
っ
た
今
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
日
の
最
高
裁

判
決
で
、
夫
婦
に
同
姓
を
強
制
す
る
民
法
七
五
〇
条
が
憲
法
に
違
反
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
選
択
的
夫

婦
別
姓
制
や
通
称
使
用
の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
国
民
の
生
活
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
憲
法
二
四
条
（
お
よ
び
一
三
条
・
一
四
条
）
が
定
め
る
「
個
人
の
尊
厳
」
や
男
女
平
等
な

は し が き
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ど
の
人
権
の
基
本
原
理
が
本
当
に
私
た
ち
の
社
会
に
根
付
い
て
い
る
か
を
判
断
す
る
試
金
石
に
な
る
も
の
で
す
。

本
書
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
の
人
権
保
障
や
平
和
主
義
の
規
定
が
私
た
ち
の
生
活
や
権
利
を
守
っ
て
き
た
の

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
改
め
て
憲
法
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
り
、
平
和
と
人
権
・
家
族
の
問
題
を
中
心
に
、
憲
法
改

正
論
議
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
憲
法
の
こ
と
を
考
え
、
学
ぶ
た
め
に
、
こ
の
本
が
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幸
い
で

す
。

二
〇
一
八
年
二
月

௰
村
み
よ
子
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